
11月20日（木）
27日（木）

12月  4日（木）
5日（金）
8日（月）
9日（火）

10日（水）
11日（木）
15日（月）

17日（水）
22日（月）

議会運営委員会
本会議（開会・提案説明・総括質疑）
予算決算常任委員会（本会議終了後）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
予算決算常任委員会企画総務分科会・企画総務常任委員会
予算決算常任委員会民生教育分科会・民生教育常任委員会
予算決算常任委員会都市環境分科会・都市環境常任委員会
予算決算常任委員会
基地政策特別委員会（予算決算常任委員会終了後）
議会運営委員会
本会議（討論・採決・閉会）

令和７年第４回定例会の開催予定 ※会議は、午前９時に
　開会する予定です。

議会を傍聴してみませんか
　市議会で開催される会議（本会議・委員会）は、傍聴することができます。
　本会議の傍聴は、市役所７階の議場入口正面で受け付けています（各委
員会の傍聴は、６階の議会事務局にお申し出ください）。
　受付で住所・氏名のご記入をお願いします。

（7）　令和7年（2025年）11月15日 第214号  

た
。
最
大
10
名
が
参
加
し
、
開 

会
式
終
了
後
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
の
１
番
目
に
ド
ン
パ
ン
節
を
披

露
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
花
火
は
、
例

年
同
様
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
披
露
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

教
育
長　

座
間
音
頭
に
つ
い
て
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
踊
る
機

会
や
地
域
指
導
者
が
増
え
る
よ
う
、

関
係
部
局
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
座
間
市
民
踊
連
盟
の
皆
様
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
次

世
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の

副
読
本
に
歌
詞
を
掲
載
し
、
添
付

の
二
次
元
コ
ー
ド
で
座
間
音
頭
を

紹
介
す
る
な
ど
の
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

せ
ん
が
、
神
奈
川
県
で
は
、
通
室

人
数
が
10
人
以
上
で
県
費
負
担 

の
教
員
が
１
人
配
置
と
な
る
こ
と

か
ら
、
本
市
で
は
、
10
人
以
上
の

通
級
希
望
が
あ
る
学
校
に
つ
い
て
、

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
設
置
を

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】　

今
後
、
通
級
を 

利
用
し
た
保
護
者
の
意
見
集
約
が

で
き
る
形
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

通
級
を
希
望
す
る
潜

在
的
な
生
徒
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

実
態
の
把
握
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
把
握
方
法
及
び
中
学

校
通
級
指
導
教
室
の
運
営
の
仕
方

等
に
つ
い
て
、
他
市
の
状
況
な
ど

も
踏
ま
え
て
調
査
研
究
を
し
っ
か

り
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
内
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
秋

田
県
大
仙
市
の
民
謡
「
ド
ン
パ
ン

節
」
に
ち
な
ん
だ
「
ド
ン
パ
ン 

娘
」
を
座
間
市
民
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
に
派
遣
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い

て
、
先
方
と
調
整
・
検
討
の
上
、

協
議
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
、
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
花
火
も
披
露

さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
の
民
謡
「
座
間
音
頭
」
に
つ

い
て
、
郷
土
愛
醸
成
と
文
化
継
承

の
観
点
か
ら
も
途
絶
え
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
部
長　

ド
ン
パ
ン

娘
の
参
加
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
実
行
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た

後
、
大
仙
市
と
調
整
を
行
い
ま
し

通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
、
優

先
度
が
高
い
の
は
小
学
校
全
校
に

設
置
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

中
学
校
は
、
巡
回
式
で
行
う
だ
け

で
な
く
、
教
室
の
設
置
や
他
の
展

開
の
考
え
が
あ
る
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。
ま
た
、
教
室
の
設
置
基
準

と
優
先
度
の
決
め
方
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

小
学
校
は
通
級
希
望

が
多
い
た
め
、
優
先
し
て
設
置
を

進
め
る
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
、

情
緒
通
級
指
導
教
室
を
小
学
校
全

校
に
設
置
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
対
象
生
徒
が
在
籍
す
る
学

校
へ
の
巡
回
式
に
よ
る
情
緒
通
級

指
導
教
室
設
置
が
現
実
的
な
対
応

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市

と
し
て
設
置
基
準
は
設
け
て
い
ま

今
後
の
通
級
に
よ
る
指
導
に
つ
い
て

美
濃
口
　
集 

議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

昇
し
、
建
設
費
全
体
で
２
年
前
に

比
べ
25
～
33
％
程
度
の
上
昇
が 

民
間
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
不
足
時
は
、
他
の
契
約
変
更

と
同
様
に
、
補
正
予
算
や
予
算
の

流
用
・
充
用
で
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
光
熱
水
費
は
高
止
ま
り
で
、

委
託
料
は
緩
や
か
に
上
昇
し
て
お

り
、
太
陽
光
発
電
や
高
効
率
機
器

の
導
入
で
費
用
低
減
を
図
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
包
括
施
設
管
理

業
務
委
託
を
５
か
年
契
約
で
導
入

し
、
年
度
間
の
費
用
上
昇
率
を
最

大
５
％
と
設
定
し
て
、
執
行
し
て

い
ま
す
。
財
源
確
保
策
は
、
市
税

等
の
収
納
率
向
上
、
特
定
財
源
の

確
保
を
行
っ
て
お
り
、
企
業
誘
致

の
促
進
も
地
域
経
済
活
性
化
と
税

収
増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

物
価
高
騰
に
よ
る
財
政
硬
直
化

を
背
景
に
、
市
財
政
の
持
続
可
能

性
と
具
体
的
な
対
策
、
公
共
事
業

費
や
施
設
の
維
持
管
理
費
の
影
響

見
込
み
、予
算
不
足
時
の
対
応
策
、

財
源
確
保
策
を
伺
い
ま
す
。ま
た
、

企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
増
加
策
に

か
か
る
継
続
的
な
実
施
体
制
と
全

庁
的
な
発
信
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

継
続
的
な
施
策
を
行
う
べ
き
と
い

う
議
員
の
見
解
は
全
く
そ
の
と
お

り
で
す
。
全
庁
の
関
係
部
署
が
情

報
共
有
・
連
携
で
き
る
体
制
を
整

え
、県
や
金
融
機
関
と
も
連
携
し
、

企
業
誘
致
に
対
応
で
き
る
基
盤
づ

く
り
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

財
務
部
長　

公
共
事
業
費
は
、

国
の
労
務
単
価
が
13
年
連
続
上 

よ
う
に
見
え
る
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認

定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
46
号
、
第
48
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
41
号
、
第
42
号
、
第
43

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
多
数
で
認

定
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
44
号
、
第
45
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
多
数
で
認
定
及
び
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
47
号
、
第
49
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
50
号
、
第
53
号
、
第
58

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
54
号
、
第
55
号
、
第
56

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
31
号
、
第
33
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し

た
。

▽
陳
情
第
32
号
は
、
可
否
同
数
に

つ
き
、
委
員
長
裁
決
で
採
択
し
ま

し
た
。

▽
陳
情
第
35
号
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
（
一
部
委
員

退
席
）。

▽
陳
情
第
34
号
は
、
賛
成
者
な
く

不
採
択
と
し
ま
し
た
（
一
部
委
員

退
席
）。

▽
議
案
第
52
号
、
第
57
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
51
号
は
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

企
画
総
務

民
生
教
育

都
市
環
境

▽
議
案
第
40
号　

令
和
６
年
度 

座
間
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　

総
合
政
策
部
所
管
事
項
、
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
事
業
費
に
つ
い

て
「
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に
よ

る
効
果
を
数
値
的
に
設
定
で
き
て

い
る
か
、
ま
た
、
今
後
の
効
果
測

定
の
方
法
は
」
と
の
質
疑
に
「
効

果
測
定
は
ま
だ
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

の
実
施
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

待
ち
時
間
減
少
の
分
析
を
行
う
予

定
で
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
に

向
け
て
庁
内
の
体
制
が
整
っ
て
き

た
と
思
う
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
今
後
は
基
本
的
に
国

か
ら
の
交
付
金
を
基
に
Ｄ
Ｘ
を
進

め
て
い
く
の
か
」と
の
質
疑
に「
行

政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
目

標
値
に
対
し
て
80
％
か
ら
90
％ 

実
施
で
き
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
推
進

の
た
め
の
委
託
金
、
交
付
金
は
現

在
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

採
用
可
能
な
交
付
金
は
活
用
し
つ

つ
、
市
の
負
担
も
あ
り
な
が
ら
進

め
て
い
く
も
の
と
捉
え
て
い
ま

す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
部
所
管
事
項
、
公
立
学
校

情
報
機
器
整
備
費
補
助
金
に
つ
い

て
「
学
校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
や
機
器
等
に
係
る
運
用
支
援
や

保
守
業
務
に
国
の
補
助
が
出
る
と

の
こ
と
だ
が
、
学
習
用
端
末
の
故

障
な
ど
の
修
理
費
用
は
、
こ
の
補

助
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
」
と
の

質
疑
に
「
端
末
の
修
繕
費
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
現
在
の
学
習

用
端
末
は
導
入
か
ら
５
年
が
た
ち
、

故
障
が
多
い
と
聞
く
が
、
修
理
に

係
る
国
の
補
助
は
何
か
あ
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
「
故
障
に
つ
い

て
の
補
助
は
、
現
在
い
た
だ
い
て

い
ま
せ
ん
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に「
修
理
で
は
な
く
、

新
た
に
購
入
す
る
費
用
は
補
助
が

出
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
「
新
た

に
購
入
す
る
も
の
は
、
国
か
ら
補

助
が
出
る
の
で
、
次
回
の
更
新
時

に
は
そ
の
補
助
を
活
用
す
る
予
定

で
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

く
ら
し
安
全
部
所
管
事
項
、
衛

生
手
数
料
に
つ
い
て
「
粗
大
ご
み

処
理
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
利
用
件
数
は
」
と
の
質
疑

に「
令
和
６
年
度
が
２
３
８
０
件
、

令
和
５
年
度
が
１
２
０
４
件
、
令

和
４
年
度
が
７
５
７
件
で
す
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
粗
大
ご
み
の
キ 

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
依
頼

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
窓
口
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
の
か
」

と
の
質
疑
に
「
若
干
は
負
担
軽
減

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
所
管
事
項
、
消
防
庁

舎
管
理
運
営
費
に
つ
い
て
「
庁
舎

の
光
熱
水
費
が
大
き
い
要
因
は
」

と
の
質
疑
に
「
職
員
は
日
頃
よ
り

節
電
・
節
水
等
に
心
が
け
て
適
正

に
執
行
し
て
い
ま
す
が
、
24
時
間

体
制
で
勤
務
し
て
い
る
の
で
、
他

の
公
共
施
設
と
比
較
し
て
大
き
い

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

９
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

予
算
決
算

伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
を

荻
原
　
健
司 

議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

財
源
確
保
と
し
て
の
企
業
誘
致

全
庁
で
の
連
携
体
制
を
整
え
て
い
く

竹
田
　
陽
介 

議
員
《
自
由
民
主
党
座
間
市
議
団
》


